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履 歴
１９５２年１１月２９日 兵庫県姫路市にて出生
［学歴］
１９７１年３月 兵庫県立姫路西高等学校卒業
１９７１年４月 東北大学文学部入学（１９７６年３月卒業）
１９７６年４月 東京大学大学院人文科学研究科進学（１９８１年３月博士課程単位取得
退学）
［職歴］
１９８１年４月 駒澤大学文学部非常勤講師（～１９８２年３月）
１９８２年４月 茨城大学人文学部講師（～１９８５年３月）
１９８５年４月 東北大学教育学部講師（～１９８７年３月）
１９８７年４月 東京都立大学人文学部助教授（～２００１年３月）
２００１年４月 東京都立大学人文学部教授（～２００５年３月）
２００５年４月 首都大学東京都市教養学部人文社会系教授（～２００７年３月）
２００７年４月 専修大学文学部（～２０１６年１０月，逝去）
［学内役職歴］
２００９年４月 就職指導委員会委員（～２０１０年３月）
２０１０年４月 大学院委員会委員（～２０１１年３月）
２０１０年４月 障害学生支援推進委員会委員（～２０１３年３月）
lvii
業 績
［著書］
「第一章 古代哲学」山下太郎編『哲学思想の歴史』，公論社，１９８２年１２月
「≪徳」と倫理的実在論―アリストテレスの「徳」概念の現代的意義―」日本倫
理学会編『日本倫理学会論集２９ 徳倫理学の現代的意義』，１９９４年１０月
第１章「ギリシア哲学」の再編集版）国嶋一則・久保陽一編『西洋哲学史―根源
知の成立と展開―』公論社，１９９７年４月（『哲学思想の歴史』１９８２年１２月）
「―１ ＜生の形＞としての魂―＜『霊魂論』崩壊＞以前の思考風景―」竹田純
郎・横山輝雄・森秀樹編『宝積比較宗教・文化叢書５ 生命論への視座』大明
堂，１９９８年１月
『プラトンと反遠近法』新書館，１９９９年２月
『ニーチェ―どうして同情してはいけないのか』NHK出版，２００２年１０月
『フーコー―他のように考え，そして生きるために』NHK出版，２００６年３月
（共著）『現代倫理学事典』弘文堂，２００６年１１月
「第章 ゼノンと初期ストア学派，第章 中期ストア学派：パナイティオス
／ポセイドニオス」『哲学の歴史・第２巻：帝国と賢者』中央公論新社，２００７
年１０月
『魂（アニマ）への態度―古代から現代まで』岩波書店，２００８年３月
（共著）川本隆史編『講座哲学１２・性／愛の哲学』岩波書店，２００９年１０月
「８章「哲学史」の作り方――生きられた学説史のために」『西洋哲学史』講談
社，２０１１年１０月
「５章アリストテレスの子どもたち―ヘーゲル・マルクス・ハイデッガー」『西洋
哲学史』講談社，２０１２年６月
内山勝利・神崎繁・中畑正志共編『アリストテレス全集 １』岩波書店，２０１３年
１０月
lviii
［論文］
「アリストテレス的自然主義の新展開―「自然的判断」と「行為の性向」の論理
形式―」『理想 No．６９６』理想社，２０１６年３月
「知と不知の間―『メノーン』における探求のパラドクス―」哲学会編『哲学雑
誌』有斐閣，１９８０年１０月
「Amphoterobleptos―断片３４におけるクセノパネスの視点―」『現代思想 特集「ソ
クラテス以前」』青土社，１９８２年３月
「或る前提―『クラテュロス』における「正しさ」orthotesという思考の帰趨―」
日本西洋古典学会編『西洋古典学研究 第３２号』岩波書店，１９８４年３月
「隠喩としてのポリス・隠喩としてのパイデイア」『現代思想』青土社，１９８５年１１
月
「ARS VIVENDIその変容と変形」『現代思想 特集「変貌するフーコー」』青土
社，１９８７年３月
「翼の如きイロニー―プラトン的イロニー？―」『現代思想』青土社，１９８８年５月
「＜信なき生＞をめぐって―アウグスティーヌスと古代懐疑論―」『人文学報 第
２２１号』東京都立大学人文学部，１９９０年１０月
「＜生の行為＞と＜真理の探究＞―アウグスティーヌスにおける懐疑論とその克
服の意義」『中世思想研究 第３３巻』中世哲学会，１９９１年９月
「語り得るものと語り得ないもの―＜ウィトゲンシュタインとアウグスティーヌ
ス＞再考―」『東北哲学会年報 第８号』東北哲学会，１９９２年５月
「理解と習得―「アウグスティヌス的言語観」の原像―」『人文学報 第２４７号』，
東京都立大学人文学部，１９９４年３月
「＜魂の部分＞をめぐって―アリストテレス『デ・アニマ』の構想―」『思索 第
２８号』，東北大学哲学研究会，１９９５年９月
「クリュシッポス『論理学研究』残欠考」『西洋古典研究 第４５号』，岩波書店，１９９７
年３月
「＜余儀なき悪＞と＜行為の始源＞―＜意思の＞とは異なる＜自由＞との関係に
おいて―」『哲学雑誌』哲学会，１９９９年４月
「二つの合理性―概念的思考と命題的思考」『哲学 第５０号』日本哲学会，１９９９年
lix
４月
「ドラーマとパトス－悲劇と哲学との関わりをめぐって」『現代思想 １９９９年８月
号』青土社，１９９９年８月
「＜意思＞概念の形成と変容」『中世思想研究 第４３号』中世哲学会，２００１年９月
「魂の位置―十七世紀・東アジアにおけるアリストテレス『魂論』の受容と変容―」
『中国―社会と文化 第１９号』中国社会文化学会，２００４年６月
「行為における真―行為の言語的解明とその系譜」『現代思想 ２００４年７月号』青
土社，２００４年７月
「生存の技法としての「自己感知」―ストア派における「自己保存」と「自己意
識」の同根性をめぐって―（上）」『思想 第９７１号』岩波書店，２００５年３月
「生存の技法としての「自己感知」―ストア派における「自己保存」と「自己意
識」の同根性をめぐって―（下）」『思想 第９７１号』岩波書店，２００５年４月
「二つの Sympathy」日本倫理学会編『倫理学年報 第６０集』，２０１１年３月
「アリストテレス哲学の端初」日本哲学会編『哲学 第６４号』，２０１３年４月
「第１０章 美しさのために―「何かのために」と「誰かのために」をつなぐもの」
『内在と超越』知泉書館，２０１５年７月
「第１２章「思考」を翻訳することは可能か？―訳語としての「幸福」をめぐって」
東洋大学国際哲学研究センター編『越境する哲学』春風社，２０１５年１１月
lx
